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2024/3/11(月)

マタイ23:1-14 
●1-7節を読もう。イエス様が律法学
者やパリサイ人たちを非難しているの
は、どういう理由からだろう？ 

●聖書をよく知っているはずの人たち
が、なぜこのようにイエス様から非難
されるような人たちになってしまった
のだろう。その原因の根っこは、私た
ちの内にもあり得ることだろうか？ 

●11,12節を読もう。君が置かれてい
る場所で、どのように具体的に応答す
べきだろう？考えてみよう！

2024/3/12(火)
マタイ23:15-26 

●16-22節を読むと、彼らが律法を知
っていながら、それを与えられた神様
ご自身に心を向けていなかったことが
分かるね。自分の目に正しいことをや
っているつもりでも、神様のことを忘
れてしまっている時はないだろうか？ 

●23節のミント、イノンド、クミン
は庭に生える草の名前だよ。彼らはこ
んな小さなものの十分の一もささげて
ると誇っていたんだ。だけどイエス様
は、彼らが本当には神様を愛していな
いことをご存知だったね。 
　今、自分の内側には何があるだろ
う？神様が私たちにとってどんなに愛
すべき方かを思い起こそう！

2024/3/13(水)
マタイ23:27-39 

　この箇所でも、イエスのパリサイ人、
律法学者への批判が続く。「白く塗った
墓」とは、祭りの時定期的に墓が白く塗
られたものと考えられる。外側は美しい
が、内側は汚れて偽善と不法に溢れてい
ることを的確に表している。彼らは自分
たちの信仰を告白しているが、イエスは
彼らが自分達の罪に気づいていないこと
を指摘する。彼ら自身が神の御子である
イエスを十字架につけるのである。最後
の数節は、エルサレムに対する断罪とさ
ばきの宣言である。エルサレムの滅びを
イエスが悲しんでおられることが表現さ
れている。そして、心を頑なにし、罪を
悔い改めない者にイエスは厳しい裁きを
伝えている(39)。 
　罪人を憐れんでくださるイエス様に感
謝しよう。

2024/3/14(木)
マタイ24:1-14 

　今日の箇所ではイエスさまが終末のこ
とを語っている。大勢の偽キリストの出
現、戦争、国や民族の対立、地震、飢饉
が起こると。これだけでと大変に思う
が、これは産みの苦しみの始まりだとも
述べられている。 
　現代の状況を見るといくつも当てはま
り終末を少なからず意識せずにはいられ
ないかもしれないが、こうした出来事に
動揺することなく、神様のみことばに立
って生きる必要がある。 

　様々な情報がすぐに目に入る時代だか
らこそ間違った情報に流されることな
く、神様のみこころを受け取ろう！ 
　目に見えるものだけに心が奪われるこ
とのないよう祈ろう！そして色々な事を
神の家族と分かち合おう！！

2024/3/15(金)
マタイ24:15-28 

昨日に引き続き世の終わりについて語
られているね 
●24v偽キリストはどんなことで惑わ
そうとするかな？ 
●26-27vを読むと再臨について様々
な噂が出ることがわかる。イエス様の
再臨はどのように実現すると書いてあ
るかな？ 
●稲妻のように、とはイエス様の再臨
は人の噂によって広まるものじゃなく
て、みなに分かる形で実現するってこ
とだ。世の終わりについてわからない
と思うこともあるけど、聖書に書いて
あることを知っておくことは大切だ。
そして再臨は希望でもある。だからゆ
っくり聖書を読んだり、分からないこ
とは誰かに聞いたりして、学んでみよ
う。

2024/3/16(土)
マタイ24:29-51 

　イエス様のこの世の終わりについ
ての預言が続いているね。この世が
終わる時と聞くと少し怖いイメージ
もあるかもしれない。だけど、それ
はイエス様も再びこの地に来てくだ
さる時でもあるんだ。 

　イエス様はその時がいつ来てもい
いように、いつも主に誠実に生きて
いくことを励ましてくださっている
ね。「わたしのことばは決して消え
去ることがありません」と約束して
くださっているイエス様に信頼し
て、いつも主に目を向けて歩んでい
こう！

2024/3/17(日)
マタイ25:1-13 

「ですから、目を覚ましていなさい。
その日、その時をあなたがたは知らな
いのですから。」 
ここでは、備えをしていた(目を覚ま
していた)娘と、そうではなかった(眠
っていた)娘がイエス様のたとえで語
られています。 
私たちは神様の時がいつなのかはわか
りません。 
神様の時を待ち望み、目を覚ましたク
リスチャンとして、歩んでいるでしょ
うか。 
神様の時に向かって、今日わたしが出
来ることはなんでしょうか。 
自分の神様への態度、デボーション、
そういったひとつひとつを静まって考
えてみよう。

彼らはいつも、使徒たちの教えを守り、交わり
を持ち、パンを裂き、祈りをしていた。 
使徒の働き２章42節




